別紙様式
平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：衛生費　項：保健予防費　目：成人病予防費
	事業名:生活習慣病予防推進費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　健康福祉部　保健医療課　地域保健・健康増進担当　電話番号：058-272-1111（内2539）

　　　　　　　　　　　E-mail：c11223@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：1,565千円（前年度予算額：1,565千円）

	事業内容


	１　事業の内容


岐阜県保健医療計画及び岐阜県健康増進計画に基づき、生活習慣病の予防対策を推
進するとともに、健診受診と保健指導を徹底し、有病者及び予備群の減少を図る。

（１）糖尿病対策地域ネットワーク事業

　　・各保健所による「糖尿病対策地域ネットワーク会議」の開催

→地域の糖尿病対策の現状に応じたフォロー体制の構築、予防及び医療関係者
による検討会や学習会の開催
　（２）岐阜県糖尿病対策推進協議会の開催
　　　・糖尿病対策向上のため、関係者で組織する県糖尿病対策推進協議会経費
　（３）健診・保健指導実践者育成研修費

　　　・特定健診、保健指導実践者を育成するための研修会の開催

　　　　→「健診・保健指導研修ガイドライン」に基づき岐阜県保険者協議会と共催
	２　所要経費


　（１）糖尿病対策地域ネットワーク事業　　　790千円
（２）岐阜県糖尿病対策推進協議会経費　　　315千円
（３）健診・保健指導実践者育成研修費　　　460千円　
　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　1,565千円
　
	これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅴ　ふるさと岐阜県を未来につなぐ人づくり
４　生涯を通じての健康づくりに取り組む
○生活習慣病を予防する取組を進める
　
	２　これまでの取組状況


（１）保健所主催による、地域の糖尿病予防体制づくりを目指したネットワーク会議と

研修会の開催
協議会と保健所との取り組みの共有

（２）糖尿病対策協議会の開催
→糖尿病予備群対策マニュアルの作成・医師会員への配布

　　　　　75g糖負荷検査実施医療機関調査及びリスト配布等
（３）特定健診・保健指導実践者育成研修会の開催

　　　　→基礎編、技術編、計画・評価編からなる３日間の研修会を開催

	３　これまでの取組に対する評価


　・糖尿病予防について、保健所を中心に専門医療機関、地域医師会、市町村により地
域の糖尿病の実態、事後フォロー体制の現状及び課題について協議を重ねていること

から、関係者が連携して地域の実情に応じた予備群対策に取り組めるようになった。

・糖尿病予備群対策マニュアルの作成により、75g糖負荷検査適応者の基準やフォロー

アップ体制が統一され、糖尿病患者に早期に介入し治療につなげるとともに、継続し

た医療を提供できる体制が整備されつつある。

・特定健診・保健指導実践者育成研修は、特定保健指導に従事する市町村国保始め各

医療保険者の保健師、栄養士が受講しており、基礎編、技術編、計画・評価編に分け

た内容を実施したことにより、各所属における受診率向上対策や効果的・効率的な保健指導に向けた展開につながっている。
　
	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳
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	分担金
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